









その，血小板寿命測定について，ラジ オアイソ トー プを用いる測定法として ，従来から行わ
れている NaげCrO.標識血小板法の概略と ，われわれの経験例について述べた。さらに最近，
血小板寿命測定に利用されようと している半減期の短い IIn-oxine標識血小板法および，ラジ











血小板は ，多能性造血幹細胞 (multipotential stem cel)から巨核球系前躯細胞 (megakar→
yocyte committed stem cell)を経て トロ ンホポ エチンの作用により巨核芽球 (megakaryo-
blast)になる。さら に，それが前巨核球 (promegakaryocyte)，巨核球 (megakaryocyte)か
ら後巨核球 (metamegakaryocyte)になり ，細胞質を小区画に区切ってつぎつぎに血小板とし
2) 



























































































検討を加え，コ ンビュ ーター を用いる場合は，Gammaモデル法，卓上電子計算機を用いると
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採血用 ダブルパ・ノグに PRPを移して pHを6.5前後に下げ， 1500G30分遠心して血小板と乏
血小板血漿 (PPP)とに分離する。 PPPをセカンドパ ッグに移し保存する。血小板沈澄は 10




ック試験管に分けた後， 20mEのPCをプラス チ・ノク滅菌注射器に正確にと り，被検者の静脈内
に注入し，正確な注入量と終了時間を記録しておく。
I) 血小板寿命の測定
プラス チック試験管に標準試料を確実に 0.5mE入れ，2600G30分 20℃で遠心して PPPを
捨て，沈橙の血小板に生理食塩水 10m¢ を加え， 2600G15分 20℃で 2回洗浄する。沈澄のs1cr
標識血小板の放射活性〔A〕を，ウェル型 rカウンターで測定する。この放射活性と PCの注射
総童から ，被検者に注射した血小板の総放射活性を求める。




51 Cr標識血小板を注射した反対側の肘静脈から注射後10分，30分， 1,2, 3, 4時間とそれ
以後毎日 1回ずつ採血を10日間行い，被検者流血中の標識血小板放射活性を測定し ，その減衰
状態を観察する。
採血はプラスチック滅菌注射器で静脈血 9m¢ を正確に採取し， EDTA加食塩水 lm£ を予め
入れたシ リコ ン処理試験管に採り，静かに転倒してよく混和する。この全血の血小板数（全血
血小板数／成 〔c〕）を計算し，同時に全血 1mEの放射活性（全血 cpm〔的） を測定する。それ
から 230G 20分 20℃で遠心して PRPを分離し ，この PRP中の血小板数 (PRP血小板数／咸
〔D〕)を算定してプラスチック試験管に PRPをとる。これを 2600G 30分 20℃で遠心して血










ところが，被検者の血小板数が 3X 104/』以下の著明な減少を示す場合は ，血小板数算定
の誤差が血小板放射活性の値に大きな影稗を与える可能性もある。 そのため全血 1mPの放射
活性が全血 lmP中の血小板放射活性を知る大まかな目分となるところから，採血直後に測定し
















































































4 6 8 10 日
血小板寿命曲線 血小板回収率曲線
図4 51 Cr法による ITP例
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IV) 臓器体表活性







51Cr法による健康成人（図 3)ならびに特発性血小板紫斑病 (ITP)（図 4)について， 血
16) 









塚田， 他 (16) 山口， 他
最大回収率 70士 696 86.6 % 




牌／肝 20士 0.6 0.69 
牌／心 4 9土 29 1.01 
牌／心 2.8士 16 I 12 
表 2
例
血 小板数 平均生存時間 最大回収率 血小板回転
（日） （％） (Xl04/μt／日）
正 常 人 l 24.0 8 0 86 6 3 1 
I T p 8 3 3士 09 ＊ 1.0士 0.3 57 3士 7.6 12 1士 4.7
血小板減少症 5 4.7士 0.9 2.8士 1.3 30 4士 78 7 3士 27 












散によってとり こまれる。 Crの濃度を高くして 5mM以上にすると血小板の老幼によるとり
21) 
こみの差は認められなくなるが， O.lmM以上では血小板機能が阻害される。また，たとえ高
濃度の Crをとりこませても注入直後 invivoにおいて Crの遊出量が増えることも報告され
22) 51 
ている。 Crのとりこみは血小板の老幼に関係なく掏等であることが望ま しく， したがって
23) 
O. lmM以下の使用量での不均等性の解決が望まれている。




















1. Ill Inの RI特性




I) 1 ln-oxine液： RadiochemicalCentre (比放射能 10mCi / μgin : 科研化学，治
験用） 。 1回の検査に300μCiを用いる。
1) ACD-A液
1) ACD一生理食塩水： ACD-A液と生理食塩水を 1: 7に混合し 2NaOHでpH6.5とする。
IV) 50~ 60mP容フタ付遠心管：シリ コン処理をしておく。
v) その他， s1cr法に準ず。
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3 手技，すべて室湿で無菌的に行う。
|)血小板の分離と u11nの標識法
患者または供血者血液44mi!を採血し， ACD-A液 6m£ を加えた滅閑フタ付遠心管に入れて
よく混和した後，それを 300G15分室温で遠心する。滅菌注射器で上清のPPPをとり，別の
滅菌フタ付遠心管に入れ保存しておく。沈祗の血小板に ACD一生食水 (pH6.5)を3m£ 加えて
血小板を完全に浮遊させる。血小板が凝集していないことを確かめ， 111In-oxine溶液300μCi
を加え時々，振盪しながら室温に20分間保つ。先の PPP15 m£ を加え混和し， 1500G15分 遠
心する。上清の PPPは完全に捨てる。沈演の 1ln-oxine標識血小板に PPP11 mi!を加え均











Heatonらは血小板寿命 8.82土0.21日， 最大回収率 71士4%,Hawkerらは8.44士0.18日，
最大回収率 69.3士2.97％であったと報告しており 51Cr法に比し血小板寿命はやや短い。
IV) 測定上の問題点
31) 8) 28) 
111In-oxineを血小板に標識するに当たり，血小板を自己血漿， Tyrodeー アルプミン溶液，
























謝系路はアラキドン酸カスケ ー ドと呼ばれており， 一つは，リポキシゲナーゼ(PLO)による系
路だが，その生物活性はまだよくわかっていない。他の一つは，シク ロオキシゲナーゼ (pC 
0)による系路であり， AAから PGG2, さらに PGH2を経てト ロンボキサンA2(TXA2)へと
強力な血小板凝集を引き起こす物質に変換される。この TXA2はPGH2から TX合成酵素によ
って生成されるが不安定であり，速かに安定な TXBがこ変化する。この TXA2合成酵素は TX
A2とHHT(12-hydroxy-5, 8, 10-heptadecatrienoic acid)を同時に別々に生成し， HHTと

























50 100 % 
小板の PCOをプロックすると， AA
を加えても MDAは産生されない。
無 選 択 崩 壊 例
8 
正常な場合，アスヒ°リンの血中濃度




















50 100 % 
ので，アスヒ リ゚ン投与後，日が経つ
















1) 77mM EDTA-Na2 (pH 7. 4) 
1) 0.15Mトリスー HCl(pH7.4)
IV) 2 mMアラキドン酸 (Sigma社） ：0. 1 M -Na2 C03に溶解
6) 
V) TBA試薬 (J.T. Baker社）：猥NaOH10叫に 2-thiobarbituricacid 800mgを溶
かし50m£ の精製水を加える。濃過塩素酸液を加えて pHを7.4に合わし，精製水を加え全量を
100m¢ とする。この溶液に 7％過塩素酸液50m£ を加える。











被検血液は，よく混和し 230G,10分遠じヽする。 PRPを別の試験管に分離し，77叫vIEDTA 
-2Na液を PRPの1/10容加えて混和する (pH7. 4)。 血小板数を算定し試験管当たり 1x108
に血小板を調整した後， 1500G,20分， 20℃で遠心する。その上清を捨て血小板沈疸を0.15M
トリスーHCI緩衝液 (pH7.4) 0.475m£ に再浮遊させる。この血小板再浮遊液に 2mMアラキド
ン酸0.025rn&（最終濃度O.lmM)を加えて87℃, 5分静置する。次に TBA試薬0.5m£ を加え
よく混和し， 100℃,15分加熱した後，室温に放置冷却する。冷えてから Biosolb(BBS-3) 
血小板動態検査 83 
0. 1叫および 1N-NaOH0.9mEを加え正確に 1分経って548runで比色する。各試料中のMDA
量は次式により計算する。
























































































は両者でよく一致するが， ITPのような無選択崩壊のある場合は ，MDA法と s1cr法の成績
6) 37) 43) 36) 
が一致したという報告と，必ずしも一致しないという報告がある。刈米らによれば， MDA法
による結果を片対数グラフに目盛って，そのMDA産生能増加と s1cr標識血小板の消失直線を
比較するとその煩きに差異が認められ，他の ITP例でも， MDA法 T1/2 1.53士0.47日，同じ
症例の 5lCr法で T1/2 1.05士0.77日のように s1cr法が短くその差は有意であると報告してお
25) 
り，その原因と して阿部らは ，家兎を使って 5lCrの血小板からの溶出が，同種血小板抗体を有
する例では，正常例に比して大きいことをみており，このことから MDA法に問題があるため
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